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資料

HFP FORTRAN77概要 (1)

-—文法を中心として一一

大阪大学大型計算機センター研究開発部

大中幸三郎・後藤米子

1. は じ め に

当センターでは、 FORTRAN77で書かれたプログラムを高速に処理するために、専用の計算機

を新規に導入します 1,2)。そのシステムはHFP(High -speed Fortran Processor)と

呼ばれています。 HFPは独立したシステムではなく、 ACOS、ンステム 10 0 0のバックエソドプロ

セッサとして動作し、利用者からは、一つのサプシステムのように見えることになります。しかし

ながら、 HFPは32ビットマシソ、 ACOS・ンステム 1000は36ビットマシンであり、アーキテクチュ

アが異なるために、利用法の差異やプログラムの書換えなどの変更作業が必要となります 3,4)0

アーキテクチュアの異なる計算機であるがゆえの文法上の差異のみならず、そのような計算機を

バックエソドプロセッサとして接続するための制限により、残念ながら HFP FORTRAN 7 7の

仕様は、 .TIS規格 14)を部分的に下回るものとなっています。本稿では、 HFPの標準的な使用に

おいて、 HFP FORTRAN 77 (以下 HFP77と略す） 4, 15)とACOSシステム 1000の FOR-

TRAN77 の V モード（以下紐~77 Vと略す） 13, 15) の主要な差異について、文法を中心として述

べます。記述の順序は、 FORTRAN77概説 6-8) と同一ですから、 FORTRAN77概説および

それ以降の速報の関連事項缶12)と比較すると、より理解しやすいと思います。なお、 HFP77で

は日本語情報処理に関する機能はすべて使用できません。本稿でも省略しますから、注意して下さ

Vヽ

゜

2. システム構成と処理の流れ

システム構成の概略を図 1に示す。

ACOSシステム 1000は 1語 (=4

バイト）が36ビットのワードマシソで

あり、処理形態も Rモードと Vモード

の区別があった。一方、 HFPは 1バ

イトが 8ビットのバイトマシソであり、
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図 1 システム構成の概略
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処理形態は Vモードしか存在しない。内部コードは、 AF77Vでは JISコード、 HF P 7 7では

EBCDICカタカナコードであり、異っている 4,5)。

利用者のパーマネソトファイルはすべて ACOSシステム 1000の磁気ディスク上にあり、順編成

書式つきのパーマネソトファイルのみがHFPから使用できる (11.2参照）。このパーマネ‘ノト

ファイルは、 HFPでのプログラムの実行開始以前に、 HFPに自動的に転送される。転送に際して、

，，＜ィトの長さおよび内部コードについて変換が行われ、 HFPの磁気ディスク上にファイルが作ら

れる。そのファイルを用いて、 HFP上のプログラムは実行を行う。 HFPでの実行終了後、ファイ

ルの内容が更新された可能性のあるものに関しては、転送時と同様の変換を行ってHFPから ACOS

システム 1000に逆転送される。

テソポラリファイルは、 ACOSシステム 1000からの指令により、プログラムの実行開始以前

にHFPの磁気ディスク上に作成され、実行終了時に抹消される。したがって、テソポラリファイル

を次のジョブやアクティビティに引渡すことはできない。パーマネソトファイルの場合と異なり、

転送や逆転送がないために、使用できるファイルの編成や書式の制限は緩和される (11.2参照）。

上記のように、ファイルは実行開始以前に HFPの磁気ディスク上に作成されていなければなら

ず、また、装置番号との対応も確定していなければならない。このことは、 FORTRAN77の特徴

である OPEN文や CLOSE文の使用に大きな制限を加えることになり、 HFP77は JIS規格を

下回る仕様となっている (11.5参照）。

3. 文 字 と 文

3. 1 FORTRAN文字集合と英字名

英 字 A~Z および＄

数字 o~g 

空白 ＝ ＋ ー ＊ ／ （ ） ， 
特殊文字 く以下の 3つが追加となる。

• &'  " < > 下線

HFP77では、コソパイラオプショ‘ノに DOLLARを指定することにより、＄を特殊文字として

扱うことができる。 AF77VのコソパイラオプショソDLRと同一の機能である。特殊文字くおよ

び＞は関係演算子に使用し (6.1参照）、下線は英字名を構成する列に使用する。

英字名は、英字で始まる 1~s 文字の英字、数字および下線の列である。 AF77 Vでは下線は

使用できず、主プログラム名、副プログラム名および共通プロック名は 8文字まで許されていたが、

先頭の 6文字で一意でなければならなかったo

3. 2 文と行

文と行の順序は、 HFP77とAF77Vの問で差異はない。文を桁にとらわれずに自由形式で記述
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する場合には、 AF77Vとの互換性を考慮し、コソパイラオプショソFREE2が用意されている。

ただし、この場合においても記録の終りの取扱いは異なる。

4. データの型

4. 1 算術データ

ACOSシステム 1000が 1バイト =9ビットに対し、 HFPでは 1バイト =8ビットとなってい

るのに対応して、それぞれの型で表現できる範囲がせまくなっている。

4バイト整数型の場合には、ー 235~z 35_ 1からー z31~z 31_ lに、 2バイト整数型の場合

には、ー211~z 11 _ 1からー215~2 15 -1と表現範囲が変更される。負の数の内部表現は HFP

77とAF77 Vのいずれの場合も 2の補数形式であり、同一である。 HFP77では AF77Vと異な

り、特にコソパイラオプショソを指定しなくても、 2バイト整数型を使用することができる。

浮動小数点数の場合の表現範囲と表現桁数を 10進換算で表 1に示す。

表 1 浮動小数点数の表現範囲と表現桁数

表現範囲 表現桁数 (10進）＼ （絶対値） 単精度 倍精度 4倍精度

HFP77 0 , 10 -7s - 1 0 75 6.3 15. 9 32. 8 

AF 7 7 V 0 , 10ー155_ 10 152 7. 2 18. 0 3 6. 1 

浮動小数点数の内部表現は、 HFP77とAF77Vのいずれにおいても 16進指数部の形式であるが、

負の表現は異っている。すなわち、 AF77 Vでは、負は指数部、仮数部ともに 2の補数表現となっ

ていたが、 HFP77では指数部はいわゆるげたばき表現、仮数部は絶対値表現となっている。

定数の有効桁数により、指数を示す文字DおよびQがなくても倍精度あるいは 4倍精度として扱

う機能は、 HFP77では AF77Vと異なり、コンパイラオプション CONSTEXTに依存する。

4. 2 論理型

4バイト論理型および 1バイト論理型の内部表現は、値が真のときは全ビットが 1、偽のときは

全ビットが 0である。 AF77Vでは、右端のビットのみが 1のときが真、全ビットが 0のときが偽

であった。 HFP77では AF77Vと異なり、特にコンパイラオプショ‘ノを指定しなくても、 1バイ

ト論理型を使用することができる。

4. 3 文字型

文字型データの長さは、文字定数では 1~256 文字、文字定数以外では 1~32767 文字である。

AF77Vではいずれの場合にも 1~511 文字であった。文字型データの内部表現は、 HFP では

EBCDICカタカナコードであり、 AF77VのJISコードとは異っている。
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4. 4 2進型、 8進型および 16進型

2進型と 8進型は 1バイトのビット数の変更により、書くことができる桁数が短くなる。また、

8進型を文字型に対応づけることはできない。 16進型は新しく追加された型であるが、その内容に

ついては省略する。

5. 配列および部分列

配列を引用するときの添字式および文字部分列を引用するときの文字位置式は、整数型、実数型、

倍情度実数型または 4倍精度実数型の算術式である。 AF77Vでは、マニュアルには記述されてい

ないが、複素数型、倍精度複素数型および 4倍精度複数型の算術式も許されていた。

6. 式

6. 1 関係式

関係演算子に右のものが追加される。それぞれ、従来

から用いられている演算子と等価なものであり、表記法

のみが異っている。

文字式の値を比較する場合の大小順序は、 EBCDIC

カクカナコード体系によって行われる。ただし、コソバ

イラオプショソに COLLATE=JISを指定すると、 AF

77 Vの場合と同様に、 .TISコード体系によって行われ

る。

追加される演算子 等価な演算子

＜ .LT. 

く＝および＝＜ . LE, 

＞ . GT. 

＞＝および＝＞ . GE. 

＜＞および＞＜ .NE. 

＝ .EQ. 

6. 2 論理式

論理演算子に .XOR.が追加される。その意味は排他的論理和であり、従来から用いられてい

る演算子.NEQV. と同一であるが、優先順位は .NEQV.より高く、 .OR.と同一である。

7. 宣 言 文

7. 1 EQU !VALENCE文

EQUIVALENCE文によって、文字型と文字型以外の型を結合することができる。

AF77Vでは、倍精度実数型、 4倍精度実数型、複素数型、倍精度複素数型および 4倍精度複素

数型のデータは、最初の語が偶数番地となるように記憶されていた、 HFP77ではコソパイラオプ

ションNOALCによりこの制限は解除される。 HFP77においてもコソパイラオプショソが ALC

の場合には、データの型に応じて、最初のバイトが下記の境界にとられ、実行効率を高めることが

できる。ここで、 ACOSシステム 1000は語単位で番地がつけられ、 HFPではバイト単位で番地
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がつけられていることに注意を要する。

2バイト整数型。2の倍数番地

4の倍数番地

8の倍数番地

任意の番地

4バイト整数型、実数型、複素数型、 4バイト論理型。

倍精度実数型、 4倍精度実数型、倍精度複素数型、 4倍精度複素数型。

文字型、 1バイト論理型。

コソパイラオプションが ALCの場合に、 EQUIVALENCE文による結合によって上記の境界を

満足しえない場合には、共通プロック内のときはニラーとなり、共通プロック以外のときは EQU-

!VALENCE文が優先される。

7. 2 COMMON文

一つの共通プロック内に文字型と文字型以外の型を混在させることができる。ただし、実行時の

速度を考えた場合には、混在させない方がよい。

共通ブロックの先頭のバイトは必ず 8の倍数番地に割当てられる。コソパイラオプショ‘ノがALC

の場合には、 7.1で述べたような境界となるようにダミーのバイトが挿入される。境界に対する条

件がHFP77とAF77Vで異なるために、ダミーの記憶領域の挿入される位置とその長さも異って

いる。コソパイラオプショソ ALCの場合は、 NOALCの場合と比較して実行時の速度がはやい。

この場合にダミーのバイトを挿入されたくなければ、共通ブロック中の順序を考慮しなければなら

ない。その例としては、 8の倍数番地から始るもの、 4の倍数番地から始るもの、 2の倍数番地か

ら始るもの、任意の番地から始まるものの順に並べることが挙げられる。

7. 3 型宣言文と IMPLICIT文

文字型以外の型宣言文と IMPLICIT文において指定できる長さ指定の差異を、表 2に示す。

表 2 型宣言における長さ指定と宣言される型

長 さ 指定 (* t) 
型 宣 言

AF77V注）
宜言される型

HF P 77 

2 対応機能なし 2バイト整数型
INTEGER*! 

4'省略 *lを指定できない 4バイト整数型

4' 省略 1~l; 三7 • 省略 実数型
REAL *l 8 8~'幻~15 倍精度実数型

1 6 16~l 4倍精度実数型

8 • 省略 l~l~l5, 省略 複素数型
COMPLEX*t 1 6 16;£;t;£;31 倍精度複素数型

32 32~t 4倍精度複素数型

LOGICAL*• 
1 対応機能なし 1バイト論理型

4'省略 * tを指定できない 4バイト論理型

注） コンパイラオプションALIGNのとき（既定値）。
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8. DAT A文

初期値の並びに16進定数を書くことができる。

文字型以外の型において、初期値の設定される要素が配列名でかつ名前の並びの最後に現れてい

る場合には、必ずしも配列要素の数だけの初期値を表す定数または定数名が与えられなくてもよい。

この場合は、対応する初期値をもつ配列要素のみに対して初期値が設定される。 DIMENSION文

および型宣言文によって初期値を設定する場合も同様である。 AF77Vでは、文字型以外の型の配

列名に対して初期値を設定する場合には、配列要素の数だけの初期値を表す定数または定数名が必

要であった。

9. 代入文

HFP77とAF77Vの間にはとくに差異はない。

10. 制御文

10. 1 計算形GO TO文

計算形GOTO文

GO TO (s 1 , 82 , ……, Sn) , e 

において、算術式 eの型は、整数型、実数型、倍精度実数型または 4倍精度実数型である。 AF77V

では、マニュアルには記述されていないが、複素数型、倍精度複素数型および 4倍精度複素数型も

許されていた。

10. 2 割当て形GO TO文

割当て形GO TO文

GO TO i , (81 , 82 , ・・・・・・, Sn) 

において、 iの値に等しい文番号が 81'82'……， 8nの中にない場合の処理が、最適化のレペ

ルによって異なる。

OPT= 0のとき

エラーとなる。 AF77Vでは、 OPT=O, 1のときにエラーとなった。

OPT= 1のとき

プログラム単位内に iの値と同じ文番号があれば、その文番号に分岐する。

OPT= 2, 3のとき

OPT= 1と同様であるが、実行結果は保証されない。
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10. 3 D 0 文

DO文

DO s, i = e1, e2, e3 

において、算術式 e1,e2, e3の型は、整数型、実数型、倍精度実数型または 4倍精度実数型であ

る。 AF77Vでは、マニュアルには記述されていないが、複素数型、倍精度複素数型および 4倍精

度複素数型も許されていたo

10. 4 STOP文とPAUSE文

STOP nおよびPAUSEnにおいて、 nが整数の値をとる場合には 0-231-1,文字の値を

とる場合には、その STOP文または PAUSE文の出力が一記録内におさまればよい。 AF77Vで

は、それぞれ、 0-1015 -1および 40文字以下であった。

11. 入 出 力 文

11. 1 記録の長さ

書式つき記録の長さの算出方法は、 HFP77とAF77Vで同ーであり、文字の個数（バイト数）に

よって数える。

書式なし記録の長さの算出方法は、 4バイトを 1語とする語の個数によって数える。その算出式

は、 HFP77では AF77Vと異なり、次式となる。

書式なし記録の長さ=INT ((k n・ 
i 
+ kt + 3) / 4) + k INT((k i + 3) / 4) 

i J 

ただし、匹，幻はそれぞれ次のものを示す。

ni 記録中の連続する文字型以外の要素の i番目の集まりのバイト数。

朽 直後が文字型以外の要素であるような、連続する文字型の要素の j番目の集まりの

バイト数。

丸： 記録の最後の要素が文字型の場合には、その要素を含む連続する文字型の要素のバ

イト数、記録の最後の要素が文字型以外の場合にはゼロ。

11. 2 ファイル編成

HFP77では、システムの構成、コード体系および運用上の制約などにより、外部ファイルとし

ては磁気ディスクファイルのみ使用でき、そのファイル編成も表 3に示すもののみが使用できる。

したがって、 .TIS規格を満足していないことに注意を要する。
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表 3 HFP77で使用可能なファイル編成

--------バーマネソト テソボ ラ リ

書式つき
順編成

書式なし

書式つき
直 接 編 成

書式なし

11. 3 接続

HFP77では、 11.2と同じ理由により、プ

ログラムの実行中に使用する外部ファイルは、

すべて事前の接続が行われていなければならな

ぃ。実行時に動的に装置番号とファイルの対応

関係を変更したり、新規に対応関係を生じるこ

とは禁止される。このことは、 OPEN文および

CLOSE文の使用に強い制限を加えることに

なる (11.5参照）。

事前の接続の中で、システムで自動的に定め

られている関係を表 4に示す。

装置番号 5 , 6および 7に対して、ファイル

を割当てることも可能であるが、その場合に使

用可能な入出力動作には、表 5の制限がある。

11. 4 指定子

ファイル ファイル

可 可

不可 可

不可 可

不可 可

表 4 既定値による事前の接続

＼ HF P 77 AF77 V 

カード読取装置 5 5 , 41 

ライソプリソタ 6 6 , 42 

カード穿孔装骰 7 7 , 43 

｛ 入力
5 5 , 41 

端末
出力 6 6 , 7 , 4 2 ,4 3 

表 5 装置番号 5~7 に対して
使用可能な入出力動作

5 I 6 I 7 

可 I不可 I不 可

不可 I 可 I 可

HFP77では AF77Vと比較して、下記の点が異なる。

0 装置番号 (UNIT 指定子の右辺の値）は 1~99 であり、整数型、実数型、倍精度実数

型および 4倍精度実数型の算術式が許される。 AF77V では、 1~63 の値をもつ整数型

の算術式であった。

o REC指定子およびRECL指定子の右辺の型についても、前項と同一である。

o 誤り条件が発生したときに、 IOSTAT指定子の右辺に返却される値が異なる。

11. 5 OPEN文、 CLOSE文および INQUIRE文

11. 3で述べた接続に関する制限にともない、 OPEN文、 CLOSE文および INQUIRE文は

機能が大巾に制限され、 JIS規格を下回る仕様となっている。 以下にその主な制約について示す。

o OPEN文では、 FILE指定子および STATUS指定子を使用できない。
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o CLOSE文は、 STATUS指定子の値がKEEPのときにのみ使用できる。 このときに

は、すべて事前の接続の状態にもどる。

0 ファイルによる INQUIRE文は使用できない。

o 装置による INQUIRE文では、 NAMED指定子およびNAME指定子を使用できない。

OPEN文に次の指定子が追加される。 AF77Vでは存在しない指定子である。

ACT I ON  = act 

この指定子は、接続されるファイルに対して行う入出力文の種類を指定する。 actの値は文字式

であり、後に続く空白を取り除いた値は、 READ, WRITEまたは BOTHのいずれかであ

る。この指定子の効果を次に示す。

o READ 

o WRITE 

o BOTH 

READ文、 REWIND文およびBACKSPACE文のみを使用することを

示す。

WRITE文およびENDFILE文のみを使用することを示す。

使用できる入出力文に対して制限をもうけないことを示す。（既定値）

12. 書 式 仕 様

12. 1 編集記述子

HFP77では、編集記述子として Ew.dDe形および zw形が追加される。 Ew.dDe形は指数

部を示す文字がDとなることを除いて、 Ew.dEe形と同一である。 zw形は 16進数字の文字列

との変換に用いる。 zw形の詳細については省略する。

Ew.d形， Dw.d形などの編集記述子を用いた入出力変換において、変換の対象となる桁数が内

部表現の仮数部の桁数に比較して、不必要に長い場合には次のように処理される。ただし、 lは単

精度では 9、倍精度では18、 4倍精度では35とする。

入力の場合 意味のある数字列の中の左から l桁が用いられ、残余の数字列はゼロで置

換えられて入力編集する。

出力の場合 l桁の後にゼロを補って出力編集する。

Ow形および Bw形に対応できる入出力並び項目の型は、 HFP77とAF77 Vでは少し異なるが、

詳細については省略する。

12. 2 行送り文字

HFP77 で使用できる行送り文字は、 o~g 、空白および＋の 12 種類であり、 AF 77 V で使用

できた＆は削除された。
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1 2. 4 並びによる書式

並びによる入力では HFP77とAF77Vの間に差異はないo並びによる出力では、適用される編

集記述子が表 6のように異なる。ただし、文字型以外では値を区切る空白は一つに編集される。

表 6 並びによる出力において適用される編集記述子

編 集 記 述 子
出力並び項目の型

H F P 7 7 A F 7 7 V 

整 数 型 I 1 1 I l 5 

実 数 型 1PG14.7または 1PE 13.6注!) 1PG15.8または 1PE 15. 7注1)

倍精度実数型 1PG23.16または 1PD22.15注1) 1 PG 25.18または 1PD 25.17注1)

4倍精度実数型 1PG40.23または 1P Q 39. 32注1) 1 PG 43. 36または 1P Q 43. 35注1)

複 素 数 型 （実部，虚部）注2) （実部，虚部）注2)

倍精度複素数型 （実部，虚部）注2) （実部，虚部）注2)

4倍精度複素数型 （実部，虚部）注2) （実部，虚部）注2)

論 理 型 L 1 L 1 

文 字 型 項目の値がそのまま出力される 項目の値がそのまま出力される

注 1) G形が実質上F形と等価な場合にのみ、 G形で出力される。

注 2) 実部と虚部の出力の形は、実数型、倍精度実数型および 4倍精度実数型と同一。

13. 関数およびサプルーチン

1 3. 1 組込み関数と外部関数

HFP 77において使用できる組込み関数は、 AF77Vと比較すると少し変更がある。その変更部

分については 13.3に示す。

外部関数の定義において、 FUNCTION文中の型の指定を

INTEGER* l, REAL*l, COMPLEX *l, LOGICAL* l 

で行う場合の lの値は、型宣言文と同じ仕様である (7.3参照）。

13. 2 RETURN文と選択もとり

RETURN e形の RETURN文において、 eは整数型、実数型、倍精度実数型または 4倍精度実

数型の算術式が許される。 AF77Vでは整数型の算術式のみであった。

コソパイラオプショ‘ノにDOLLARを指定すると、 RETURNeに対応する仮引数および選択も

どり指定子として、＄および $Sを使用することができる。 AF77Vのコソバイラオプショ‘ノDLR

と同一の機能であるが、コソパイラオプショソの名前が異なる。
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1 3. 3 組込み関数の種類

HFP77で使用できる組込み関数は、 AF77Vと比較して以下の追加、変更がなされている。

(1) HFP 77固有のもの

FACT, DFACT, QFACT 

DMAX o, QMAXO I DMINO I QMINO 

RANDOM 

LGAMMA 

階乗（総称名なし）

最大値、最小値（総称名なし）

一様乱数（総称名なし）

対数ガソマ関数の総称名

ただし、一様乱数はハードウェアの乱数発生命令を用いた乱数発生関数と乱数初期化サプルー

チンがAF77Vの場合と同様に使用でき、実行速度も通常の組込み関数よりすぐれている。

(2) 使用できないもの

POW, DPO W, QPO W. 

(3) 仕様変更されたもの

HFP77とAF77Vの間で数の表現範囲、表現桁数、内部表現などに差異があるため (4.1参

照）、組込み関数の定義域、値域およびビット操作については、当然ながら差異がある。その他

に内部コードに関連して注意を要するものがあり、以下に示す。

O 型変換を行う ICHARおよびCHARは、 EBCDICカタカナコード体系の大小順序に

従う。ただし、コソパイラオプショソに COLLATE=JISを指定すると、 AF77Vの

場合と同様に .TISコード体系に従う。

。 文字列の大小比較を行う LGE, LGT, LLEおよびLLTは、コソパイラオプショソに

依存せず、 AF77Vの場合と同様に JISコード体系に従う。

13. 4 組込みサプルーチンの種類

HFP77で使用できる組込みサプルーチソは、 AF77Vと比較して追加、変更がなされている。

以下にその名前のみを示す。

(1) HFP 77固有のもの

ABTERM, DATE, ELTIME, ERRALT, ERRANY, ERROPT, ERRSAV, 

ERRSTR, MESPUT, REREAD, RSTSW, SETSW, TIME. 

(2) 使用できないもの

ATTACH, BINHEX, CALLGT, CALLSS, CNSLIO, CORFL, CREATE, 

DETACH, .FCLOSE, Fl LBSP, .F IL.FSP, .FMED IA, .FPARAM, .FXDVCK, 

HEXBIN, LONGIO, RANSIZ, SET.FIB, SETIME, TERMNO, TERMTM, 

USRCOD, RBREAK, ANYERR, FXEM, FXOPT, FXALT. 

ただし、上記の最後の四つに対しては、代替の組込みサプルーチソが(1)で追加されている。
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(3) 仕様変更されたもの

CPTIME, DAT! M, ERRCNT, OVERFL, PTIME, SL ITE, SL ITET, 

SSWTCH, ISETSW, IRETSW, FNOISE. 

CPTIMEはマニュアル上では同一の仕様であるが、 AF77Vのマニュアル 13)に誤りがある。

AF77VのTSS処理では、セッショ｀ノの開始時点からの累積実行時間が正しい仕様である。

13. 5 ペクトル関数およびベクトルサプルーチン

HFP 77では AF77 Vの場合と同様に、 IAP(統合アレイプロセッサ）を利用することができ

る。 IAPを使用するためのコソパイラオプショソは、 HFP77とAF77Vでは異っているが、 IAP

の適用条件はかなりゆるめられている。したがって、通常はコソパイラが自動的に IAPを使用す

る命令を生成するが、 AF77 Vの場合と同様にベクトル関数も用意されている。なお、 ACOSツ

ステム 1000のFORTRAN77のRモードで使用できたペクトルサプルーチソは、 HFP77と AF

77Vのいずれにおいても使用できない。以下にベクトル関係の追加、変更部分について総称名の

みを示す。

(1) HFP 77固有のもの

LVMX, LVMN 

LVMXA, LVMNA 

最大要素、最小要素の位置

絶対値最大の要素、絶対値最小の要素の位置

ただし、要素の位置とは、先頭の要素をゼロとして、何個目のペクトル要素であるかを示す。

(2) 使用できないもの

NVMX, NVMN, NVMXA, NVMXA. 

(3) 変更のないもの

VMX, VMN, VMXA, VMN A. 

14. 主プログラムおよび初期値設定副プログラム

1 4. 1 主プログラム

下記の三点を除いて、 HFP77とAF77Vの間に差異はない。

O主プログラム名の既定値は FTMAINである。 AF77Vでは・・・・・・であったo

oPROGRAM文がない場合に、コソパイラオプショソMAINによって主プログラム名を

与えることができる。 AF77Vにはこのような機能はなかった。

0 主プログラム内に現れた RETURN文は STOP文とみなされる。 AF77Vではエラーと

なっていた。

14. 2 初期値設定副プログラム

下記の二点を除いて、 HFP77とAF77Vの間に差異はない。
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。 初期値設定副プログラム名の既定値は FTBLKDである。 AF77Vでは BLKDTであっ

た。

o BLOCK DATA文に名前が省略されている場合に、コンパイラオプションBLKDATA

によって初期値設定副プログラム名を与えることができる。 AF77Vにはこのような機能

はなかった。

15. I NC LUDE文

AF 7 7 Vで使用できた INCLUDE文は、 HFP77では使用できない。

16. おわ り に

アーキテクチュアの異なる計算機をバックエンドプロセッサとして接続1,2)するために、 FOR 

TRAN77の言語仕様は .TIS規格14)を部分的に下回っています。しかしながら、可能な範囲内では

HFP77とAF77Vは互換性を考慮されており、プログラムの修正が少くなるように配慮されてい

ます。大部分の利用者にとっては、プログラムの修正は不要、あるいは少しの修正でHFP上で動

作させることができると思います。ただし、 HFP上で動作することと意味のある結果を得ること

は別の問題であり、経験上、最も注意すべき点は、浮動小数点数の仮数部の表現桁数が短くなって

いることです。すなわち、収束判定常数の再検討、単精度演算の倍精度化などを考慮する必要があ

ります。これらの考慮を行わなければ、反復回数の増加や工ソドレスループとなることがあり、

HFPが ACOSシステム 1000に比較して二倍以上の速度をもつ計算機にもかかわらず、実行時間

が増加する要因となります。

本稿では、 HFP77とAF77 Vの文法上の差異を中心として述べました。 HFP77の利用法につ

いては、 HFPFORTRAN7 7概要(2)3)を御覧下さい。この原稿を書いている時点 (19 8 4年 9月

下旬）では、 HFPのハードウェアおよびソフトウェアはほぼでき上ってはいるものの、完成して

いるといえる状態ではありません。マニュアルも大部分が未発行の状態です。したがって、今後、

仕様や運用上の制約などに変更が行われる可能性があることを御了承下さい。種々の制限はあるも

のの、 HFPは高性能であり、スカラー演算では現時点で世界最高速といってよい計算機です。多く

の利用者がHFPを使用し、そのための資料として本稿が役立つことを望みます。
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